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ルを用いた。その他は特級試薬を用いた。   

3．装置   

GC／MS：QP－5000（（柵島津製作所製），カラム：DB，5Ms，  

0．25mmi．d．×30M（J＆W社製），ゲル浸透クロマトグラフィー  

（以下GPC）：日本分光製フラクションコネクター付，GPCカラ  

ム：Envirosep－ABC21．2mmi．d．×350mm，ガードカラム：  

Envirosep－ABC21．2mmi．d．×60mm，HPLC：日本分光㈱製，  

カラム：CrestPakSILC18S4．6m¶i．d．×150mm（同社製），ホモ  

ジナイザー：ULUTRA－TORRX T－25   

4．操作条件   

GPC；移動相：酢酸エチル／シクロヘキサン（1：1），流  

量：5mg／min，分取分画：65～145mg   

GC／MS；キャリヤーガス：ヘリウム，流量：0．8m2／min気  

化室温度：250℃，インターフェース温度：2800c，カラム昇温：  

500c（2min）－20Cc／min－1500c（1min）－50C／min－250  

0c（1min）－10Dc／min－3000c（6min），注入法：スプリッ  

トレス，定量条件：内部標準法（アントラセンdlO，ビレンdlO），  

SIM法   

SIM法の測定イオン及び リテンションタイムについては表1－  

1～1－3に示した。   

HPLC；移動相：水／メタノpル，グラジュント溶出度，流  

速：1．Omg／min．グラジュント条件：水／メタノール（85／15）  

－20min－（35／65）－25min－（85／15），50mM水酸化ナトリ  

ウム：0．5m2／min，OPA誘導体化試薬：0．5m2／min，カラム  

温度40Cc，反応槽温度：100Oc，蛍光検出器：Ex340nm，Em455   

nm  

Ⅰ はじめに  

残留農薬迅速分析法（以下迅速分析法）への127種農薬の適用   

性について有機塩素系，ビレスロイド系及び有機リン系農薬は前  

′一報1）z）にて報告した。  

今回著者らは，10種類の農作物を用い，39種の含窒素素系農  

薬（異性体を含む）及びジメチビンについてガスクロマトグラフ  

質量分析計（以下GC／MS）－SIM法を用い，また8種のN－メ  

チルカーバメイト系農薬についてはポストカラム蛍光検出器付き  

高速液体クロマトグラフ（以下HPLC）を用いてそれぞれ迅速  

分析法への適用性について検討したので，その結果について報告  

する。  

Ⅱ 実験方法  

1．農薬標準品  

林純薬㈱，和光純薬㈱及び関東化学（椀製を用いた。  

標準溶液は各農薬1000／∠g／m倶夜を調製し，分離可能な農薬を  

混合して各農薬濃度が1〃g／mgノアセトン溶液を調製した。  

混合標準溶液（1～3）については，表1－1～1－3を参照。  

／－N－メチルカーバメイトについては，各農薬1000〃g／m倶夜を  

調製し，各農薬濃度が0．1〃g／mgのメタノール溶液に調製した。  

2．試薬  

酢酸エチル，シクロヘキサン，アセトン，エチルエーテル及び  

n一ヘキサンは残留農薬試験用を用いた。ケイソウ土カラムはケム  

エルートCElO20（Varian社製，容量20mゼ用）を用いた。ミニ  

カラムSep－pak－Plus（Waters社製，充填剤910mg）のシリカゲ  

表1－1 混合rlのGC／MS－SIM法での1）テンションタイム及び測定イオン  

農  薬  名   R．T   M／Z   農  薬   名   R．T   M／Z   

ビレン（IS－1）   16．7   188   プレナラクロール   23．8   162，238   

アントラセン（IS－2）   22．8   212   フルシラゾール   24．2   233206   

プロパモカルプ   9．9   58   プルピコナゾール   26．5   69，173，259   

ペンデイメタリン   21．6   252   アミトラズ   30．4   121，147，162   

キノメナオネート   22．4   206，234   ジフユノコナゾール   35．0   265，323   

フルトラニル   23．5   173，145   イミペンコナゾール   36．9   125，82，253   
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迅速分析法に従った3）l）。含窒素系農薬及びN－メチルカーバメ  農作物で検討農薬が不検出のものを用いた。  

イト及びジメナピンの分析法について概要を図1に示す。  涼加濃度はN－メチルカーバメイトは0．1〃g／gとなる様に  

6．涛加回収試験  添加したほかは前報1）のとおりである。  

千葉県内で流通している玄米，レモン，バナナ，かぶ，はくさ  

均一化した試料 20g  

トーアセトン100mg  
ホモジナイズ 3分  

吸引ろ過（残査をアセトン50mgで洗う）  

減圧濃（4。℃以下）し，2。舶以下にする。  
一ヽ  

ト一塩化ナトリウム 6g  
ケイソウ土カラムに負荷後10分放置  

トー酢酸エチル150mgで溶出  
減圧濃縮（40℃以下）し，溶媒を除去  

トー残査にシクロヘキサン／酢酸エチル（1：1）で10mgにする  

GPC に5mgを注入  

L  

減圧濃縮（40℃以下）し，溶媒を除去  

l  

残査にアセトン／ヘキサン（1：1）を加えて4mgにする  

この1mgを採り溶媒を除去  シリカゲルミニカラムにこの2mgを  

メタノールで1mgにする 負荷  

弓 
。．7舶 

F 

この。．3刷ニ  アセトン／ヘキサン（1：1）2。舶で溶出  

1  捌口し3mゼとする  
l  

ビリミカーブ  減圧濃縮（40℃以下）し，溶媒を除去  

測定用溶液  メンブランフィルター  

でろ過  残査にアセトンを加えて4mゼにする  

N－メチルカーバメイト  含窒素系農薬測定用溶液  

測定用溶液  

図1含窒素系及びN－メチルカーバメイト系農薬フローシート  
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皿 結果及び考察  

1．検討対象農薬標準の分析条件について   

GC／MS－SIM法での検討対象農薬及びポストカラムHPLC  

のN－メチルカーバメイト系農薬については，分離及び定量性は  

良好であった。   

2．各操作での積討対象農薬の回収率   

各操作での検討対象農薬の回収率を表2に示した。   

なお，回収試験に用いた各操作での検討対象農薬濃度はGC／  

MS－SIM法では，1．Opg／m2，HPLC法では0．1FLg／mPで行っ  

た。   

1）ケイソウ土カラムの回収率   

ケイソウ土カラムの操作条件は，前報1）と同様に行った。   

含窒素系では概ね良好な結果であった。ア七夕ミプリドが191．2  

％の回収率となったが，ア七夕ミプリドはカラム等の影響  

を受け易い農薬のためカラムからのマト1トノクスの影響と考えら  

れる。その他トリアジメノールが68．9％とやや低回収率だった。   

N－メチルカーバメイトでは操作行程での影響を受けやすいエ  

チオフユンカルブ封4）が58．8％及びベンダイオカルプが47．8％以外  

は73．1～95．4％の良好な結果を得た。   

2）GPCの回収率   

プロパモカルプが0．0％以外含窒素系は77．3～121．3％の良好な  

回収率の結果を得た。   

N－メチルカーバメイトではエチオフユンカルブの4．0％及び  

アルジカルブの61．3％以外については94．0～101．1％の良好な回  

収率の結果を待た。   

ジメナピンは95．3％の良好な回収率であった。   

3）シリカゲルミニカラムの回収率   

プロパモカルブの20．1％，アミトラズの33．8％及びイブロジオ  

ンの66．0％の他は89．8～112．7％の良好な回収率であった。  

表2 残留農薬分析法による各行程での回収率  

農  薬   シリカゲル  農  薬   シリカゲル  
名   ケイソウ土 カラム  GPC  ミニカラム  名   

ケイソウ土 カラム  GPC  ミニカラム   

アセタミプリド   191．2   77．3   98．1  フェナリモル   99．5   105．6   98．7   

アミトラズ   89．0   88．6   33．8  フルシラゾール   94．3   99．6   96．8   

イソプロカルブ   116．0   106．9   102．9  フルトラニル   85．9   110．6   97．8   

イブロジオン   94．4   107．9   66．0  プレナラクロール   96．0   103．4   96．4   

イミベンコナゾール   123．4   91．4   83．5  プロパモカルブ   92．5   0．0   20．1   

エスプロカルプ   74．4   108．3   98．6  プロピコナゾール   96．0   98．5   95．2   

キノメチオネート   87．4   112．2   109．3  プロベナゾール   79，6   77．9   93．5   

クロルプロファム   82．7   106．8   94．4  プロモプチド   92．0   107．4   100．1   

ジュトフユンカルブ   95．0   103．3   93．2  ペンデイメタリン   77．8   96．6   96．0   

ジフユノコナゾール   100．2   99．3   93．7  ミクロブタニル   105．9   102．3   102．9   

シプロコナゾール   98．7   98．9   95．5  メトラクロール   99．2   109．0   94．1   
シマジン   102．2   102．5   92．3  メトリブジン   98．0   99．6   89．8   

ジメピベレート   92．5   92．3   96．7  メフェナセット   109．6   89．5   112．7   

チオペンカルブ   76．8   104．4   98．9  メプロニル   90．4   106．0   101．3   

テニルクロ‾ル   94，9   109．1   92．1  レナシル   108．6   102．9   95．9   

′－                テブコナゾール   96．9   98．6   93．4  アルジカルブ＊   89．9   61．3  

テブフェンピラド   84．5   121．3   97．1  エチオフユンカルプ＊   58．5   4．0   

トリアジメノール   68．9   95．8   103．0  オキサミル＊   73．1   102．4   

トリシクラゾール   112．5   83．7   107．4  カルバリル＊   87．5   98．5  

バクロブトラゾール   114．8   98．8   93．6  ビリミカーブ   95．4   93．4   

ビテルタノール   83．2   88．9   105．1  フユノプカルブ＊   95．2   101．1   

ビリダベン   91．2   120．6   93．5  ベンダイオカルブ＊   47．8   94．0   

ビリプロキシフェン   100．9   101．8   100．6  メテオカルプ＊   91．9   95．2   

ビリミジフェン   86．9   99．3   103．0  ジメチビン   102．5   95．3  99．5  

＊はN－メチルカバメイト系農薬  

3．涛加回収試験   

各農作物からの回収結果を表3－1～3－3に示した。   

含窒素系では，玄米でフルシラゾール，フルトラニル，プレナ  

ラクロール，レモンでア七夕ミプリド，アミトラズ，かんしょ，  

レタス及びピーマンでプロベナゾールがマスクロマト上で妨害に  

より定量が出来なかった。プロパモカルプ及びアミトラズについ  

ては全ての農作物から全く回収されなかった。これはフロパモカ  

ルブについてはGPCから回収が不能なためであり，アミトラズ  

についてはシリカゲルミニカラムからの回収率が低いためと思わ  

れる。メトリブジンは8農作物で回収率0．0～64．2％であった3）4）。   

農作物別では，レモンからの回収率が全体的に低かった。レモ  

ンはpH調整を行わなかった事及び濃縮後の残査を溶媒で溶解す  

る際に不溶成分が多く残ったことが原因と考えられる。バナナ，  

はくさい，かぶ，きゅうり及びトマトで10種類以上の農薬で120  

％を越えた回収率であった。   

N－メチルカーバメイトではエチオフユンカルプがバナナ，か  
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ぶを除く農作物から全く回収されなかったeアルジカルブは7農  農作物別では，柑橘系全般についての精製法の改良により妨害  

作物で24・9～62・3％の回収率であった。GPCでの回収率が低い の除去が今後の課題である。その他は良好な結果を得た。  

ことが原因と思われるcベンダイオカルブはケイソウ土カラムか   ジメチビンについては他の農薬と同様にレモンは低い回収率と  

らの回収率が50％以下であるにも関わらず，全ての農作物で90％ なったが，その他の農作物は88．3～103．3の良好な結果を得た。  

以上の回収率を得た。原因については，今後の課題である。  

表3－1含窒素系系農薬の農作物からの回収率（平均％及びCV％）  

（n＝3）   

玄  米   レ モ ン   バ ナ ナ   か  ぶ   はくさい   

平均  CV   平均  CV   平均  CV   平均  CV   平均  CV   

アセタミプリド   119．4   6．9   ＊  ＊  364．8  71．2  196．7 14．7  122．6  32．1   

アミトラズ   0．0   ＊  ＊   0．0   0．0   0．0   

イソプロカルプ   83．5   5．0  57．7  43．9  92．2  37．0  92．2   7．4  97．9   2．6   

イブロジオン   95．8   2．2  95．7  41．7  86．6 11．0  134．4 10．4  138．6 18．8   

イミベンコナゾール   147．5   6．3  36．0   5．7  177．1  5．6  70．3 16．8  22．4  89．3   

エスプロカルブ   81．5   3．1  61．2 15．2  95．8  38．9  91．0   5．9  103．8   6．7   

キノメチオメート   78．7   4．5  70．5 16．0  104．1  0．7  87．8   2．4   

クロルプロファム   
85．5  25．6  

94．7   2．4  71．1 20，4  84．8   4．0  89．1 18．9  97．511．9 

ジュトフユンカルブ   82．3   2．0  76．7  26．1  85．4   4．3  145．8   8．2  167．8  22．7   

ジフユノコナゾール   134．0   7．6  47．9  48．7  158．1 10．9  124．6   3．0  65．7  51．4   

シプロコナゾール   0．0   43．6  74．7  178．6  41．5  182．4 10．0  144．3 19．0   

シマジン   71．2   3．9   3．9 173．2  94．9  34．6  115．4 10．0  113．4   5．3   

ジメピベレート   94．7   3．5  68．7  21．8  117．7  41．9  127．4   5．8  139．0 12，0   

チオペンカルプ   83．1  2．6  80．2  22．6  80．2   6．7  96．4 14．2  109．4 11．4   

テニルクロール   93．6  1．7  62．2  34．9  132．1 46．9  132．0   9．8  119．8   8．3   

テブコナゾール   76．9  1．8  88．4  51．9  93．0 18．0  110．9 17．9  127，2 19．9   

テプフェンピラド   86．4  1．5  66．5  30．9  106．6  35．1  121．4   7．4  153．3 10．8   

トリアジメノール   95．2   3．2  49．7  63．5  129．8  49．0  170．9   8．6  162．6 17．3   

トリシクラゾール   0．0   0．0   207．3  51．3  152．2 15．8  110．4  28．0   

パタロブトラゾール   92．6   4，6  66．4  49．9  140．0  22．1  153．8 13．0  154．5 16．6   

ビテルタノール   100．9   0．6  30．4  27．4  255．0  51．1  130．0 17．5  136．5 11．7   

ビリダベン   93．1  1．9  109．0  31．0  88．2 11．1  100．0  21．5  134．5  28．5   

ビリプロキシフェン   97．5   2．5  72．2  38．8  88．7   9．6  100．2 17．1  149．022．5  

ビリミジフェン   132．429．1 －l  

フェナリモル   74．1  0．8  39．2  26．9  152．5  38．9  146．9   8．0  141．3   7．7   

フルシラゾール   ＊  ＊  47．4  42．0  143．9   8．8  157．2  3．4  79．2  27．7   

フルトラニル   ＊  ＊  71．6  24．3  104．3   4．6  134．3   2．1  98．3  20．3   

プレナラクロール   ＊  ＊  75．0  21．9  112．5 12．6  122．3   0．3  85．4  26．1   

プロパモカルプ   0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   

プロピコナゾール   92．6  1．9  71．8  32．0  127．2 11．6  119．5   5．5  113．7  26．5   

プロベナゾール   85．6   2．5  69．1 28．6  66．3  20．2  33．4 16．5  120．6 18．2   

ブロモブナド   83．6   3．3  62．6  29．3  94．6  36．2  125．1  7．4  108．3   9．1   

ペンテざィメタリン   93．6   3．6  79．3  20．1  143．5 10．9  122．5   6．6  91．3  27．3   

ミクロブタニル   0．0   58．4  50．2  131．4  45．6  155．9 19．6  108．6  20．7   

メトラクロール   62．0   7．4  97．1 27．2  100．9  32．3  134．2   9．0  121．5   9．4   

メトリプジン   75．0   0．5   0．0   44．6  70．9  70．1 28．2  63．2  23．7   

メフェナセット   89，4   0．7  52．1 30．3  174．3  40．5  208．4   9．1  181．3 13．6   

メプロニル   91．1  2．0  71．0  35．8  117．3  35．3  185．6   9．4  163．6 13．2   

レナシル   86．6  1．9  110．2  48．7  92．8 13．6  162．3 16．9  170．3  30．5   

＊は測定不能  

－28－   
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乗3－2 含窒素系農薬の農作物からの回収率（平均％及びCV％）  
（n＝3）  

かんしょ   きゅうり   レ タ ス   ト マト   ピーマン   

平均  CV   平均  CV   平均  CV   平均  CV   平均  CV   

ア七夕ミプリド   109．1  7．3  123．7  9．7  76．3  10．6  123．1  31．5  63．4  8．6   

0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   アミトラズ  

イソプロカルブ   91．3  5．9  81．0  5．7  67．7  8．9  98．4  9．8  83．5  12．3   

イブロジオン   104．9  1．6  123．2  13．6  111．8  9．3  97．5  2．5  117．8  2．9   

イミベンコナゾール   27．6  9．0  96．6  3．7  100．6  5．4  128．2  4．6  105．5  11．8   

エスプロカルプ   92．1  6．2  91．4  7．4  83．9  2．7  102．8  17．0  88．9  6．9   

キノメチオメート   84．2  2．4  93．0  7．8  76．0  1．7  95．0  7．0  74．8  5．4   

クロルプロファム   97．3  3．9  98．2  11．4  85．2  6．3  88．5  4．0  94．7  5．7   

ジュトフェンカルブ   96．7  6．2  114．5  11．9  99．7  7．6  93．6  2．6  102．8  16．1   

ジフユノコナゾール   96．7  1．9  104．4  14．2  108．4  17．1  133．4  10．1  87．7   20．8   

シプロコナゾール   113．9  6．4  134．6  0．9  115．5  7．2  138．2  16．7  123．3  17．3   

′－ シマジン   90．4  6．1  98．1  3．8  86．9  5．8  108．8  14．4  90．6  11．9   

ジメピベレート   96．5  4．8  105．5  1．8  89．8  4．8  121．4  16．6  92．9  11．4   

チオペンカルプ   94．6  7．1  118．7  16．7  92．9  7．6  87．0  4．2  100．0  6．5   

テニルクロール   103．5  7．6  105．1  5．7  83．7  4．2  117．7  17．2  90．7  7．8   

テブコナゾール   121．7   11．6  170．6   21．9  157．8  6．1  123．5  4．8  174．3  5．5   

テプフェンピラド   102．4  5．9  108．9  3．6  91．3  3．9  118．0  19．5  94．4  8．0   

トリアジメノール   99．6  4．4  112．3  4．7  102．9  3．9  145．8  18．6  96．5  5．7   

トリシクラゾール   83．1  18．1  96．0  9．3  77．2  3．9  95．1  22．5  74．1  8．7   

バクロブトラゾール   97．0  8．9  129．4  3．0  109．4  1．7  148．0  18．1  108．1  16．0   

ビテルクノール   112．8  13．3  154．6  2．6  128．7  11．0  127．7   24．7  140．0   24．1   

ビリダベン   116．2  8．8  173．2   22．8  122．3  9．6  95．1  1．5  134．7  3．9   

ビリプロキシフェン   98．5  8．3  117．1  12．8  104．8  10．0  95．6  2．3  107．1  5．4   

ビリミジフェン   108．7  3．4  154．9   18．4  136．8  8．9  101．5  3．3  155．1  5．3   

フェナリモル   106．2  9．9  131．3  2．8  114．6  6．0  126．8   22．5  123．1  11．9   

フルシラゾール   128．9  15．5  97．6  5．2  99．9  6．7  113．3  5．2  127．8  10．1   

J－ フルトラニル   98．2  2．2  99．9  8．4  96．0  3．9  95．9  6．0  91．7  3．2   

プレナラクロール   97．1  2．1  98．9  6．2  97．7  4．9  95．9  7．3  88．3  3．6   

プロパモカルプ 0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   

プロピコナゾール   98．4  10．5  109．7  8．3  127．3  14．8  145．8  3．8  117．2  12．1   

プロベナゾール   ＊  ＊  131．7  15．7   ＊  ＊  77．1  9．6   ＊  ＊   

ブロモプチド   91．4  7．9  79．9  1．5  83．3  2．9  99．6  12．9  90．0  12．5   

ペンデイメタリン   107．1  8．6  106．8  6．4  104．6  7．8  115．2  8．1  100．7  12．7   

ミクロブタニル   91．4  9．7  115．8  4．0  97．7  2．2  144．6   27．0  110．1  13．4   

メトラクロール   98．6  4．8  96．8  5．4  86．3  1．9  111．8  17．1  94．8  8．8   

メトリプジン   59．4   28．4  54．2  6．7  38．8  8．4  45．7  11．6  62．4  12．5   

メフェナセット   106．8  6．1  133．2  2．6  112．6  5．7  159．0   25．2  120．7  13．7   

メプロニル   103．4  4．2  109．8  3．8  94．1  3．0  118．8  17．4  95．6  8．1   

レナシル   106．3  3．6  132．7  15．7  110．9  8．6  101．3  2．1  98．9  7．4   

＊は測定不能  
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表3－3 Nメチルカーバメイト系農薬及びジメチビンの農作物からの回収率（平均％及びCV％）  

（n＝3）  

玄 米  レモン  バナナ  か ぶ  はくさい  かんしょ  きゅうり  レタス   トマト  ピーマン   

平均 CV  平均 CV  平均 CV  平均 CV  平均 CV  平均 －CV  平均 CV  平均 CV  平均 CV  平均 CV   

アルジカルブ  62．3 19．6  ＊   ＊  軋0 10．1  弧7  3．3  32．2  23．0  弘9 14．1  65．3 13．8  26．5  乳2  43．5  23．1  39．0 11．2   

エチオフユンカルナ  0．0   －  ＊   ＊  63，8 17．0  63．117．9  0．0   －  0．0   －  0．0   一  0．0   －  0．0   －  0．0   －   

オキサミル  98．1 3．0  ＊   ＊  102．7  氾0  91．8  2．5  101．6  4．7  92．5  3．5  1（刀．3 1．8  108．1 6．8  乳5 12．7  97．1  3．0   

カルバリル  95．9  7．5  1〔喧．4 13．2  115．6  9．9  1帆5  3．8  118．2  2．9  114．4  3．3  112．3  4．2  129．0  3．3  107．1 3．6  111．1  6．6   

ビリミカープ  弧5  2．2  ＊   ＊  弧5  1．6  95．5  4．0  74．4  5．5  弧3  9．6  91．8  3．2  79．1 4．7  75．9  25．6  78．4  4．8   

フユノプかレプ  70．5  7．3  ＊   ＊  97．1 10．1  弧1 4．1  91．3  6．4  79．4  4．5  乳7  2．7  103．7  6．2  95．5  3．2  乳7  3．3   

ベンダイオカルプ  91．7  2．4  ＊   ＊  1〔楓5 11．4  91．5  4．5  103．2  4．3  弧6  4．4  105．9  2．7  1〔胤2  6．3  1（裕．7  2．5  98．7  3．3   

メチオカルプ  弧9 11．2  ＊   ＊  1（裕．2  7．4  1〔軋5  3．8  1（冷．3  4．8  1〔や．2  3．7  101．7  4．6  幻．3  73．6  103．8  3．7  101．6  8．7   

ジメナピン  91．7  3．1  亜．1 40．1  鼠3  9．8  95．9 12．5  103．3  6．6  91．9 10．2  101．8 10．7  93．9 10．1  93．8  之．2  弧4  9．1  

※は測定不能  

Ⅳ まとめ  

本報告においても前報l）2）と同様GC／MS－SIM法での感度が  

プラスの影響を受ける農薬が多い。これについては改良の必要性  

がある。今回の結果では，アミトラズ，プロパモカルプが迅速分  

析法には適用出来ないが，他の農薬については定性スクリーニン  

グ分析として有用であることがわかった。   

N－メチルカーバメイト系では，エチオフユンカルプ及びアル  

ジカルブについて今後検討の必要があるが，その他については良  

好な結果であり，迅速分析法に適用できる。   

今回の検討結果としては，ほとんどの農薬で定性はできる。し  

かし，農作物あるいは精製カラム等からのマトリックスの影響を  

受ける事で多くの農薬が高い回収率を示し，定量性に関しては問  

題が残ることがわかった。また，今回のGC／MS－SIM法では  

定量下限値を向上させ，検出限界濃度の定量が可能となるよう改  

良の必要がある。これらの問題を解決し，また対象農薬を増加さ  

せていくことにより更なる迅速化を目指すことが今後の課題とな一l  

る。  
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